
 

 

（様式１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 配 慮 検 討 書 

 

 

                                                                   

                                                                  平成３１年 ２月 ７日 

 

 

  三重県環境調整システム推進会議 会長 様 

 

 

                                                                  松阪農林事務所長 

 

 

  三重県環境調整システム推進要綱第４条の規定に基づき提出します。 

 
 

 対 象 事 業 の 名 称 農地中間管理機構関連農地整備事業 仁田地区  

 担当課所名 松阪農林事務所 農村基盤室 農村計画課 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

１ 事業の計画の名称、目的及び内容 
 

 (1)名称 農地中間管理機構関連農地整備事業 仁田地区  

 (2)目的 当地区内において、農家の高齢化に伴い農地中間管理機構への農地の貸付が増加す
る傾向がみられるが、基盤整備が十分に行われておらず、担い手が借り受けない事
態がみられる。ところが農家は基盤整備を行う費用負担が経済的に困難なことか
ら、この事業にて、農家の費用負担は求めず、農地の大区画化を行うことにより、
担い手への農地の集積・集約化を加速化し豊かで競争力ある農業の実現に資する。 

 (3)事業主体 三重県 

 (4)計画内容  ①計画地の位置 

 ※位置図を添付する 

 こと 

三重県多気郡多気町仁田、平谷 

 ②建物・施設等の概 

  要 

 （用途、規模、面積、 

  配置等） 

 ※配置図を添付する 

  こと 

整地工A=10.6ha、道路工L=1.2km、用水路工L=1.2km  

揚水機場 １基、排水路工L=0.7km 

 

◎揚水機場 

用途：農業用用水施設 

規模：片吸込渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟφ100×3.7kw×2基 Q=1.41m3/min 

面積：370m2 

 ③用水の使用計画 かんがい期間：4月16日～8月5日、112日間 

水源：一級河川佐奈川、五桂池、渓流 

 ④エネルギーの使用 

  計画 

なし 

 ⑤雨水、汚水の排水 

  計画 

 雨水：開水路により一級河川佐奈川及び既存の排水路に流
下させる。 

 汚水：汚水の排出は無い。 

 ⑥道路・交通計画 区画整理に伴い、幅4mの農道を再配置する。 

農道は、砂利舗装又はアスファルト舗装を行う。 

 ⑦工期 ァ)着工の予定時期 

 
ィ)完工及び供用 

  開始の予定時期 

 ・着工：平成３２年 ４月頃予定 

 

 ・完工：平成３５年 ３月頃予定 

 ・供用：平成３５年 ４月頃予定 

 (5)関連事業計 

 画 

なし 

 (6)その他 なし 

 



 

 

２ 計画地の社会的条件の現況等 
 

 (1)計画地の 

  社会的条件 

  の現況 

① 交通の 

現況 

 

計画地内には、幅3m程度の農道が一部あるが、営農及び生活に適した
道路は無い。 

 

 ②土地利用 

  の現況 

農振区域の農用地で、主に水田、畑である。 

 ③水域利用 

  の現況 

水域利用は無い。 

 

 ④生活関連 

  施設の現 

  況 

a．学校施設：なし 

b．医療施設：なし 

c．公共施設：なし 

d．文化施設：なし 

 (2)関係法令 

  等による地 

  域の指定・ 

  規制状況 

 ①自然環境 

  保全地域 

  等の指定 

  状況 

 自然環境保全地域（地区）、自然公園地域（区域）、鳥獣保護区の指 

 定状況 
 

a．自然環境保全地域：なし 

b．自然公園区域：香肌峡県立自然公園 

c．鳥獣保護区：なし 

d．鳥獣保護区特別保護区：なし 

 ②土地利用 

  規制の現 

  況 

 都市計画法、農業地域振興法、森林法等の規制状況 
a．都市計画法：なし 

b．農業地域振興法：農業振興地域、農用地区域 

c．森林法：なし 

d．砂防法：なし 

e．地すべり防止法：なし 

f．急傾斜地災害防止法：なし 

g．河川法：規制あり（一級河川佐奈川） 

h．漁港法：なし 

i．海岸法：なし 

j．文化財保護法：五桂城跡、上世古遺跡 

k．景観法：なし 

 



 

 

３ 計画地の自然的条件の現況        
 

 (1)地形 

  ・地質 

 文献調査  文献名 多気町田園環境マスタープラン 

農地中間管理機構関連農地整備事業 仁田地区実施計画書 

 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 本地域の地質は、中央構造線が東西に横断し、これに沿って幅100～1000ｍの

圧砕岩（ミクロナイト）が直線状に分布している。これを境に南北に二分され、

南側は黒色片岩・砂質片岩・緑色片岩、北側は花こう岩を主体とする全く異な

った地質となっている。土壌は花こう岩を母材とした沖積層土壌、洪積層土壌

となっている。 

 (2)水象  文献調査  文献名 多気町田園環境マスタープラン 

農地中間管理機構関連農地整備事業 仁田地区実施計画書 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

① 河川、湖沼 

一級河川佐奈川沿岸に位置する水田である。土質は礫質土壌砂土盤層型と、一

部、礫質土壌壌土満俺型である。 

② 海域 なし 

 (3)気象・ 

  大気質等 

 調査の方法 気象庁データ（粥見観測所 H15~H29過去） 

 調査結果  気温：かんがい期（4～8月）20.8℃非かんがい期（9～3月）10.8℃ 

年平均15.0℃ 

 降水量：かんがい期（4～8月）1074mm、 

非かんがい期（9～3月）789mm 年平均1,863mm 

 最多風向：西 

 風速：14.6m/s 

 大気質：不明 

 水質：不明 

 騒音：不明 

 振動：不明 

 (4)生態系 

  等 

 文献調査  文献名 多気町田園環境マスタープラン 

農地中間管理機構関連農地整備事業 仁田地区実施計画書 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時   H29.6.6、

 H29.6.18、H29.10.13） 

 聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

① 植物 

 植生の概要：ハナイバナ、チカラシバ、ヒガンバナ、シロツメグサ 

ヒメシバ、ツユクサ、オッタチカタバミ、ノビル、オオバコ、アレチ 

ハナガサ、コゴメガヤツリ、アメリカセンダングサ、アキノノゲシ 

ヒエ、オヒシバ、エノキグサ、ツユクサ、クサネム、アカメガシワ 

  

貴重な植物個体：なし 

 

貴重な植物群落：なし 

② 動物  動物相の概要：モンシロチョウ 

 

 貴重な動物：なし 



 

 

  

 (5)自然景 

  観・文化 

  財等 

 文献調査  文献名 多気町田園環境マスタープラン 

多気町ホームページ 

 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

   ①自然景観 

 

 自然景観の概要： 

農地や農業用施設等について適切な維持管理により周辺の里山景観

との調和を図り、良好な農村景観等の保全を行っている。 

 

 

 貴重な自然景観：特になし 

  ②文化財、史 

   跡、名勝等 

 史跡・名勝・天然記念物： 

 

 

 

 埋蔵文化財包蔵地：近隣に五桂城跡、上世古遺跡がある。 

   ③野外ﾚｸﾘｴｰｼ 

   ｮﾝ 他 

なし 

 (8)その他、 

  自然災害 

  等 

 

 



 

 

４ 事業計画の検討内容（複数案比較が実施できない場合） 
 

 複数案比較が 
 実施できない理由 

本事業は担い手への集積・集約化を加速化し豊かで競争力ある農業の実現に資する
事業であり、事業実施要綱要領上の制約があるため比較検討は行っていない。 

 

 
 ※環境配慮事項ごとに、環境配慮度を◎○－で記入し、その配慮の内容及び配慮度の評価の理由を記入すること。 
 

  環境配慮技術指針の配慮目標 
  ①循環を基調とした持続的発展が可能な社会の構築 
  ②人と自然が共にある環境の保全 
  ③やすらぎとうるおいのある快適な環境の創造 

   環境配慮度 
   ◎：十分配慮している。 
  ○：配慮している。 
  －：特に配慮する必要がない。 

 

 
 

 技術指針に基づ 
 く環境配慮事項 

 環  境 
 配慮度 

      環 境 配 慮 の 内 容 
     (－の場合は、無記入でも可） 

     配慮度の評価の理由  

 ①-1 
 地球温暖化防止 

○ 事業実施前後で温暖化への影響に変化は
ない。なお、工事に際しては排出ガス対
策型建設機械を使用する。 

排出ガス対策 

 ①-2 
 廃棄物対策 

○ 事業実施前後で廃棄物の排出量に影響は
ない。なお、工事による発生材は三重県
建設副産物処理基準に基づき適切に処分
する。 

リサイクル対策 

 ①-3 
 生活環境の保全 

○ 事業実施前後で生活環境への影響はな
い。なお、工事に際しては低騒音低振動
型建設機械の使用に努める。 

周辺環境 

 ①-4 
 その他重点事項 

－   

 ②-1 
 野生生物等の生 
 育空間の確保 

○ 事業実施前後で区画形状の変更はあるも
のの、整備後も田畑として利用するので、
生育空間は確保される。 

現状改変の最小化 

 ②-2 
 希少な野生生物 
 の保護 

－   

 ②-3 
 地形、地質等の 
 改変の抑止 

○ １筆あたりの農地区画は拡大されるが、
現況の等高線に、出来る限りあわせる区
画形状を計画し、切盛土量のバランスを
とることで、地形の改変を最小に抑える。 

地形改変の最小化 

 ②-4 
 その他重点事項 

－   

 ③-1 
 緑化、周辺景観 
 との調和 

○ 事業実施前後も農地として利用されるた
め、周辺環境と調和した農村風景が維持
される。 

農業農村空間の維持 

 ③-2 
 親水等、ふれあ 
 い空間づくり 

○ 事業により耕作放棄が防止されることか
ら、農村環境が維持される。 

農村環境の維持 

 ③-3 
 その他重点事項 

－   

 ④上記以外の 
  特記事項 

－   

 
５ 事業計画案の環境配慮に係る評価 
 

 従来の事業等と比較 
 して優れている点 

本事業が実施されることから、耕作放棄が防止され、農業活動の維持が図られ、
水源涵養効果、災害防止効果などの農業農村環境がもつ多面的な効果が期待さ
れる。 

 

 今後の課題 今回の事業については、地元負担金がかからないことから事業内で出来ること
が少なく、地元要望や環境面についても調整が必要となる。 

 会議での調整を要す 
 る事柄 

 

 


